













－「全国消費実態調査」の リサンプリング・データの活用方法を巡って一  
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を提示することも本稿の課題として位置付ける。   
以下、第2節で、今回利用可能となる当該リサンプリング・データの構造について検  
討し、第3節で、従来の方法の検討を踏まえた新しい推計方法の考え方を示した上で、  
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1）当該リサンプリング・データのレコード・リスト構造の定義   
本稿では、当該リサンプリング・データのレコード・リスト構造を以下のように定義  
しておく。  
功一g′一品一鮎．才一…－ん－…－ん・f）一私－Z・f  ……①  
ただし、  
α：世帯主年齢  g：世帯レコード  
β：地域コード  ≠：年次  
g■：果実世帯内期間支出額  メ：その他品目の期間支出額（才＝J～椚）  
ガ：世帯期間収入  Z：世帯貯蓄・負債残高  
なお、添字の有無及び「期間」の時期と長さに関しては文脈に委ねることとし、  
以下同様とする。   
ここで、全国消費実態調査の当該リサンプリング・データの利用概要を「リサンプリ  
ング・データ目的外利用申請」資料等から引用しておこう。   
①原データからのリサンプリングについて   
・リサンプリングは、抽出率調整係数に基づく確率比例抽出法で、その世帯を抽出  
する。リサンプリングめ抽出率は世帯単位で5分の1になるようにする。   
・2人以上の一般世帯もしくは普通世帯のみが利用できる。   
②リサンプリングデータの秘匿等の処理について   
・市町村符号、世帯番号等は削除した上で、データの配列順をランダムにして、新  
たに一連の世帯番号を付け畠。   
・地域区分は、大都市（3地域：京浜（葉）、中京、京阪神）、その他の市、町、村  
（計5区分）にまとめる。   
・年齢は70歳以上は、「70歳以上」にまとめる。   
・世帯内に一つでも「不詳データ」がある世帯は除外する。   
③リサンプリング・データの利用について   
・データは、ウェイトを1として利用可能である。   
④リサンプリング・データの利用可能年次について  
－65－   
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・平成6年、平成元年、昭和59年の3ヵ年である。  

















1）従来の計測モデルの定式化   
ここで、当該リサンプリング・データの加工・推計手順との関連を重視しつつ、石橋、  





及び   






















































図1 生鮮果実1人当たりの先行諸研究  
の推計値に対する日園連推計値と  
の比率と日園推計値との連関   
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を前提条件として考慮する必要がある。   
当モデル開発に関する前提条件は、基本的に以下の5点に要約されよう。   
①卸売市場における対象期間内の対象果実の種類別取扱高比率が基本的に世帯内に  
おける対象果実の種類別支出確率（Q．g）に反映されるものと見なす。   
②生来供給量から減耗量、家庭購入量、贈答用・外食産業需要量への仕向け比率は、  
金額表示で年次を通して一定とする。  
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③対象果実の購入価格は、全世帯で一定とする。  
④当該リサンプリング・データから加工・推計して得られる年齢別個人を新たなキ   
ーとする新たなデータセットを、当該リサンプリング・データの対象となってい   
ない1人世帯のデータと無差別と考える。  
⑤各対象果実ごとの年齢別1人当たりの消費量は、確率的な揺らぎを持つものと見   
なす。  
2）加エ・推計手順の概要   
当加工・推計手順は、次の6ステップから構成される。  


















【第2ステップ】   
次に、導出された果実種類別世帯内期間支出額（爵車）を果実種類別平均購入単価  
（如で険して、果実種類別世帯内期間消費量（裾・～）を以下のように算定する0  
払∠■戸  …・■⑤  
【第3ステップ】   
さらに、この果実種類別世帯内期間消費量（恥′・f）をレコード別世帯内年齢別1人当  
たり果実種類別期間消費量（G．か′．′）に以下の推計モデルを援用して分解する。  






























消費量を調整しておく。   
α＊′＊一針－∬傘～＊・≠－（れ・fCl・紺・「∵…－㍍・fC・紺・gト佑・′＊・才一…－ん＊．f卜熟．′－み′…⑧  
ただし、J＊：再リサンプtノングされたレコード  
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β＝β（α∴β，ガ，れ・～C・‥…，㍍・fC・‥ふ，…ん，凡，Z）   …‥⑨   
ただし、β：多次元「カテゴリかレ分布」モデルとして与えられる多次元確率度数  
関数   
なお、実際の定式化では第5ステップにおけるサンプルサイズとの関係を考慮して次  
元を選択する必要がある。  






















































ー72－   
小田滋晃：生鮮食料品の世代別需要構造の推計方法に関する理論的検討  
ツールの開発を可能とするデータ的根拠を与えることに貢献すると考えられる。  
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あろう。  
〔付記〕本研究に対して専修大学経済学部教授の森 宏先生からは、貴重なご助言とご援肋を  
賜ったばかりでなく発表の機会まで設けていただいた。農業総合研究所の石檎喜美子先生からは、  


















（『国民栄養の現状』）があるが、これに関しては調査方法等の関係から本稿では言及しないこ   
ととする。  
7）「全国消費実態調査報告」における調査の概要を参照。  
8）文部省科学研究費補助金特定領域研究（A）『続計情報活用のフロンティアの拡大の総括的研   
究一ミクロデータによる社会構造解析（課題番号：08209105）』（特定領域代表：一橋大学経済   
研究所教授松田芳郎）の一環として本年（平成11年）度に「リサンプリング・データ利用研究   




11）例えば、文献6のアンケート調査項目にある「お宅全体で食べる果物のうち、高校生以下の   
お子様が食べる割合はどの位でしょうか（おおよそで結構です）」という質問の回答から「年   
齢階級別消費比率決定」に関するモデルを開発することが想定できる。  
12）文献4を参照。   
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